
主な内容
●市長就任・退任あいさつ
●由布市長・由布市議会議員選挙結果のお知らせ
   10月9日、湯布院町の並柳牧場で「第43回由布院牛喰い絶叫大会」が開催されました。
　 当日は天候にも恵まれ多くの方で賑わいました。詳細は17ページをご覧ください。
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自然に感謝し
　　　 叫ぶ思い
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（69歳）

溝
口 

泰
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議
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（66歳）

相
馬 

尊
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市
長 

（62歳）

無所属・新人①
住所：挾間町谷

無所属・現職③
住所：挾間町田代

日本共産党・現職②
住所：庄内町渕

無所属・新人①
住所：湯布院町川南

無所属・新人①
住所：挾間町北方

無所属・現職④
住所：挾間町古野

無所属・現職②
住所：湯布院町川上

無所属・現職②
住所：湯布院町川上

無所属・新人①
住所：庄内町大龍

無所属・現職④
住所：庄内町北大津留

無所属・現職③
住所：庄内町畑田

無所属・新人①
住所：湯布院町川北

無所属・現職④
住所：庄内町高岡

無所属・新人①
住所：庄内町直野内山

無所属・新人①
住所：湯布院町川上

無所属・現職②
住所：湯布院町川上

公明党・現職④
住所：挾間町古野

無所属・現職④
住所：挾間町鬼崎

無所属・現職③
住所：湯布院町川上

無所属・現職④
住所：湯布院町川上

無所属・新人①
住所：挾間町向原

　１０月２２日、任期満了に伴う由布市長および由布市議会議員選挙の投開
票が行われ、新しい市長および市議会議員が決定しました。
　２４日には、当選証書の附与式が市役所本庁舎で行われ、浦松辰信由布市
選挙管理委員会委員長から各当選者へ当選証書が附与されました。これから
よろしくお願いします。
敬称は略させていただきます（右から左へ得票順に掲載）。
※ 年齢は 10 月 22 日現在。丸数字は当選回数。

由布市長

由布市議会議員

市民の代表が決定！

由布市長・由布市議会議員
選挙結果のお知らせ

　
市
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜
り
、
首
藤
市
長
の

後
任
と
し
て
10
月
30
日
よ
り
市
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
45
年
間
、
行
政
に

携
わ
り
な
が
ら
故
郷
を
見
つ
づ
け
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
由
布
市
が
誕
生
し
て
12

年
、
副
市
長
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
皆
様
と
と
も
に
市
政
の
一
端
に
参
画

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
多
く

の
方
々
に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
の
選
挙
を
通
じ
て
皆
様
と

直
接
触
れ
合
い
、
生
の
声
を
お
聞
き
す
る

中
で
、
あ
ら
た
め
て
市
民
の
皆
様
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
身
に
し
み
て
感
じ
る

と
と
も
に
、
市
長
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
由
布
市
に
は
、
こ
こ
に
し
か
無
い
た
く

さ
ん
の
宝
物
が
存
在
し
ま
す
。
人
、自
然
、

住
環
境
、
観
光
資
源
、
数
え
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
由
布
市
に
あ
る
宝
物
と
、

皆
様
の
想
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
き
、

由
布
市
は
さ
ら
に
「
誇
れ
る
ま
ち
」
に
発

展
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
山
積
す
る
行
政
課
題
に
全
力
で
取
り

組
み
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

由布市長

相
そう ま
馬　尊

たかしげ
重

市
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
昭
和
48
年
３
月

　
大
分
県
立
大
分
工
業
高
等
学
校
卒
業

●
昭
和
48
年
４
月

　
挾
間
町
役
場
に
就
職

●
平
成
16
年
４
月

　
挾
間
・
庄
内
・
湯
布
院
合
併

　
協
議
会
事
務
局
長

●
平
成
20
年
４
月

　
由
布
市
行
財
政
改
革
推
進
課
長
、
そ

　
の
後
総
合
政
策
課
長
、
環
境
商
工
観

　
光
部
長
、
総
務
部
長
を
歴
任

●
平
成
27
年
３
月

　
由
布
市
役
所
を
定
年
退
職

●
平
成
28
年
４
月

　
由
布
市
副
市
長
に
就
任

●
平
成
29
年
７
月

　
由
布
市
副
市
長
を
退
任

●
平
成
29
年
10
月

　
由
布
市
長
に
就
任

　市
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

私
は
10
月
29
日
を
も
ち
ま

し
て
市
長
を
退
任
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
12
年
前
、
湯
布
院
、
庄
内
、

挾
間
三
つ
の
町
が
合
併
し
由

布
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当

時
は
だ
れ
も
合
併
に
対
し
て
、

で
き
る
も
の
な
ら
今
の
ま
ま

の
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の

お
も
い
か
ら
「
我
が
町
を
」

と
の
思
い
が
大
変
強
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
市
長
と
し
て
早
く
一

体
感
を
つ
く
ら
ね
ば
と
思
い

「
融
和
」、「
協
働
」、「
発
展
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
問
題
、

事
件
事
故
、
大
地
震
等
が
発

生
致
し
ま
し
た
。
大
変
苦
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
皆

さ
ん
の
励
ま
し
に
よ
っ
て
頑

張
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
合

併
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
し

た
本
庁
舎
方
式
に
移
行
で
き

た
こ
と
は
事
務
の
効
率
化
が

進
む
と
共
に
、
何
よ
り
も
職

員
の
一
体
感
が
生
ま
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん

の
一
体
感
の
醸
成
が
で
き
て

き
ま
し
た
。
本
当
の
意
味
の

由
布
市
の
誕
生
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
明
る

く
元
気
あ
ふ
れ
る
由
布
市
に

な
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
市
長
と
共
に
更

な
る
発
展
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
礼
の

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

お　礼

前
由
布
市
長　

首
藤 

奉
文
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市政ニュース

会計別決算状況
会　　計　 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 200 億 9,402 万円 185 億 7,644 万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 49 億 5,309 万円 48 億 7,316 万円
介 護 保 険 特 別 会 計 40 億 3,612 万円 40 億　 503 万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 4 億 1,794 万円 4 億 1,568 万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 4 億 6,284 万円 4 億 5,619 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 284 万円 1 億 84 万円
健 康 温 泉 館 事 業 特 別 会 計 6,909 万円 6,570 万円

会　　計　 収　　入 支　　出

上 水 道 事 業
収 益 的 5 億 9,471 万円 5 億 8,918 万円
資 本 的 1 億 5,830 万円 3 億 8,403 万円

一般会計歳入総額

200億9,402万円
※前年度歳入総額　198億5,296万円

実質収支額 8億3,485万円

差引額　　　　　　　　　　　　　15億1,758万円
うち翌年に繰越されるべき財源　　 6億8,273万円

一般会計歳出総額

185億7,644万円
※前年度歳出総額　190億3,394万円

　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
自
治
体
の
財
政

破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
算
定
す
る

財
政
指
標
だ
よ
。
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も

「
早
期
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と
自

主
的
な
財
政
健
全
に
努
め
な
い
と
い
け
な

い
ん
だ
。
さ
ら
に
、
「
財
政
再
生
基
準
」

以
上
に
な
る
と
健
全
化
に
向
け
、
国
の
管

理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
。

　
ち
な
み
に
由
布
市
の
数
値
は
、
全
て
の

指
標
で
財
政
悪
化
の
基
準
未
満
な
ん
だ
。

　
9
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
由
布
市
の
平
成
28
年
度
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、
歳
入
に
つ
い
て
は
増
加
、
歳
出
に
つ
い
て
は

減
少
し
て
お
り
、
実
質
収
支
は
８
億
３
，４
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
円
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る
と
、
市
の
自
主
的
な
収
入
（
税
金
や
分
担

金
な
ど
）
よ
り
依
存
的
な
収
入
（
国
・
県
支
出
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
）
の

占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災
対
応
等
に
よ
り

基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
増
加
し
た
た
め
、
諸
収
入
が
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
円
グ
ラ
フ
は
目
的
別
に
支
出
し
た
お
金
を
ま
と
め
て
お
り
、

民
生
費
や
総
務
費
、
公
債
費
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
民
生
費
は
、
福
祉
分
野
に
使
わ
れ
る
経
費
で
あ
り
、
介
護
予
防
事
業

や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
児
童
手
当
の
支
給
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
費
で
は
、
庁
舎
の
建
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
加
え
、
移
住
定
住
の
推
進
を
目
的
に
空
家
の

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
補
助
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
市
の
借
金
を
返
済
す
る
経
費
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
末

の
残
高
は
約
２
２
９
億
７
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
は
そ
の
他
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
震
災
対
応
等
に
よ
る
災
害
復
旧
費
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。
災
害
復
旧
費
は
前
年
度
に
比
べ
、
約
８
億
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
目
的
別
の
主
な
経
費
は
次
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

一
般
会
計
の
決
算
状
況

健
全
化
判
断
比
率
と
は

～用語解説～
・実質収支……………歳入と歳出の差引額から翌年度へ繰り越すべき

財源を除いた額
・実質赤字比率………標準的な収入に対する一般会計の赤字額の比率
・連結実質赤字比率…標準的な収入に対する全会計の赤字額の比率
・実質公債費比率……標準的な収入に対する実質的な公債費の比率
・将来負担比率………標準的な収入に対する将来負担すべき負債等の

比率
・資金不足比率………一般会計以外の会計で資金不足が生じた場合に

表示される比率

決算は、平成２８年４月１
日から平成２９年３月３１
日までの間に市に入った
お金と市が使ったお金を
まとめたものなんだ。

平
成
28
年
度

市
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

資金不足比率

将来負担比率

実質公債費比率

連結実質赤字比率

実質赤字比率

早期健全化基準
（資金不足比率は経営健全化基準） 財政再生基準

36.8％

7.5％

0％

0％

0％

350.0％～

20.0％～

25.0％～ 35.0％～

18.25％～ 30.0％～

13.25％～ 20.0％～

ゆーふーMEMO

歳  出
（目的別）

民生費
30.5％

総務費
16.8％

公債費
11.7％

教育費
8.0％

衛生費
7.9％

土木費
7.1％

消防費

5.4％
農林水産業費

4.4％

商工費
2,1％ その他

5.2％

議会費
0.9％

市税

地方交付税

19.8％

29.7％

依存財源 68.0％
国庫支出金国庫支出金
14.8％14.8％

市債
10.6％

譲与税・交付金
4.5％

県支出金
8.4％

繰越金
2.5％

分担金
および
負担金
0.9％

諸収入
8.8％

歳  入

自主財源
32.0％

45 2017.11　市報ゆふ 市報ゆふ　2017.11



市政ニュース

皆さんが
市に納めた税金は
82,445円

皆
さ
ん
の
た
め
に
使
わ
れ
た
費
用
は

総務費
35,745円

民生費
81,484円

衛生費
20,036円

農林水産業費
3,535円

商工費
5,184円

土木費
8,623円

消防費
9,938円

教育費
21,358円

公債費
32,494円

その他
4,590円
平成29年9月末

人口34,892人で算出

　市では、予算の執行状況や市の財産の内訳などを市民の皆さんに知っていた
だくために、年２回財政状況を公表しております。今回は、平成２9年度上半
期（平成２９年９月３０日現在速報値）の状況についてお知らせします。

　平成２９年度の一般会計予算は、当初１７９億５６３万円でスタートして、その後の補正で
１９２億1 , 5 2 3 万円となりました。この予算額に対する収入済額は８９億4 , 1 3 5 万円（収入
率46.5％）、支出済額は７７億8 , 0 4 3 万円（執行率4 0 . 5 ％）となっています。

問い合わせ◆財政課財政係（本庁舎）  ☎ 097-582-1176（内線 1256・1257）

平成29年度上半期 財政状況報告 ●市民１人当たりに
　換算すると…

市有財産の状況

その他の会計
会計名 予算額 支出入済額 率

上水道事業

収益的収入 5億8,698万円 2億5,381万円 43.2%

収益的支出 5億9,127万円 1億2,103万円 20.5%

資本的収入 1億7,148万円 1,300万円 7.6%

資本的支出 3億9,079万円 9,858万円 25.2%

会計名 予算額 収入済額 率 支出済額 率

国民健康保険 49億5,012万円 23億1,239万円 46.7% 24億9,438万円 50.4%

介 護 保 険 42億　773万円 21億   679万円 50.1% 20億6,233万円 49.0%

後期高齢者医療 4億4,493万円 1億3,865万円 31.2% 1億3,174万円 29.6%

簡易水道事業 5億2,511万円 8,261万円 15.7% 1億6,702万円 31.8%

農業集落排水事業 1億　145万円 4,961万円 48.9% 5,173万円 51.0%

健康温泉館事業 6,303万円 4,738万円 75.2% 2,922万円 46.4%

市債（市が借りているお金）の現在高見込

一 般 会 計 219億1,438万円

上 水 道 事 業 会 計 22億9,459万円

簡 易 水 道 事 業 会 計 12億9,523万円

農業集落排水事業会計 4億5,121万円

健康温泉館事業会計 0円

一時借入金の状況

平成29年9月30日現在、一時借入金
の現在高はありません。

一般会計
●歳入（市に入ってきたお金）

区　分 予算額 収入済額 率

市 税 38 億 8,318 万円 28 億 7,667 万円 74.1%

地 方 譲 与 税 1 億 9,233 万円 5,853 万円 30.4%

利子割交付金 374 万円 231 万円 61.9%

配当割交付金 1,139 万円 219 万円 19.2%

地方消費税交付金 6 億 4,536 万円 3 億 6,128 万円 56.0%

地 方 交 付 税 55 億 5,952 万円 38 億 5,727 万円 69.4%

分担金および負担金 2 億 6,699 万円 1 億 1,210 万円 42.0%

使用料および手数料 2 億 2,149 万円 1 億 2,155 万円 54.9%

国 庫 支 出 金 24 億 4,723 万円 8 億 3,305 万円 34.0%

県 支 出 金 17 億 8,677 万円 1 億 5,575 万円 8.7%

繰 入 金 7 億 7,034 万円 23 万円 0.1%

諸 収 入 1 億 1,275 万円 4,177 万円 37.0%

市 債 22 億 6,059 万円 0円 0.0%

そ の 他 10 億 5,355 万円 5 億 1,864 万円 49.2%

合 計 192 億 1,523 万円 89 億4,135 万円 46.5%

土 地 建 物 出資金 基 金

29,121,850.44㎡ 177,374.37㎡ 4億398万円 69億981万円

●歳出（市が使ったお金）
区　分 予算現額 支出済額 率

議 会 費 1 億 7,261 万円 9,500 万円 55.0%

総 務 費 29 億 3,236 万円 12 億 4,720 万円 42.5%

民 生 費 54 億 8,271 万円 28 億 4,314 万円 51.9%

衛 生 費 13 億 6,762 万円 6 億 9,908 万円 51.1%

労 働 費 664 万円 664 万円 100.0%

農林水産業費 10 億 6,627 万円 1 億 2,333 万円 11.6%

商 工 費 4 億 249 万円 1 億 8,090 万円 44.9%

土 木 費 18 億 5,142 万円 3 億 87 万円 16.3%

消 防 費 7 億 306 万円 3 億 4,675 万円 49.3%

教 育 費 19 億 3,548 万円 7 億 4,524 万円 38.5%

災 害 復 旧 費 7 億 9,647 万円 5,529 万円 6.9%

公 債 費 22 億 8,741 万円 11 億 3,377 万円 49.6%

諸 支 出 金 1 億 9,480 万円 322 万円 1.7%

予 備 費 1,589 万円 0円 0.0%

合 計 192 億 1,523 万円 77 億 8,043 万円 40.5%

259億5,541万円
　市債は道路や学校、水道施設など
を建設する場合などに発行していま
す。前年度同期の残高よりも8,128
万円増加していますが、主に、庁舎
およびツーリストインフォメーショ
ンセンターの建設、道路改良事業等
に伴う合併特例債等の発行増による
ものです。

平成28年度の目的別の主な経費
民生費 決算額

保 育 所 活 動 推 進 事 業 9 億 5,451 万円
自 立 支 援 事 業 　 8 億 1,441 万円
生 活 保 護 費 支 給 事 業 6 億 786万円

教育費 決算額
小 学 校 施 設 整 備 事 業 2 億 726 万円
ス ク ー ル バ ス 運 行 事 業 5,076 万円
ス ポ ー ツ 施 設 整 備 事 業 1,609万円

土木費 決算額
道 路 新 設 改 良 費 8 億 6,935 万円
公 営 住 宅 整 備 促 進 事 業 3,820 万円
市 営 急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 1,177万円

衛生費 決算額
子 ど も 医 療 費 助 成 事 業 9,973 万円
予 防 接 種 推 進 事 業 8,874 万円
合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 推 進 事 業 8,969万円

農林水産費 決算額
多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 事 業 1 億 6,193 万円
農 業 用 施 設 用 地 整 備 事 業 2,356 万円
鳥 獣 被 害 総 合 対 策 事 業 1,717万円

商工費 決算額
観 光 基 盤 整 備 事 業 1 億 4,526 万円
観 光 振 興 事 業 6,274 万円
商 工 振 興 活 性 化 事 業 1,574万円

熊本・大分地震災害対応 決算額
熊 本・ 大 分 地 震 対 応 事 業

（復興に係る補助金、避難所開設等） 4 億 4,337 万円

災 害 復 旧 費
（道路橋梁、農地、教育施設等） 8 億 1,130 万円

総務費 決算額
庁 舎 建 設 事 業 6 億 6,996 万円
行 政 事 務 情 報 化 推 進 事 業 2 億 612万円
生 活 関 連 情 報 通 信 事 業 1 億 1,070 万円

消防費 決算額
非 常 備 消 防 活 動 推 進 事 業 6,942 万円
災 害 対 策 費 4,758 万円
緊 急 自 動 車 購 入 事 業 3,868万円

「
決
算
審
査
を
終
え
て
」　
　
　
　
　
　
　
由
布
市
監
査
委
員　
大
塚　
裕　
生

小
林　
華
弥
子

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査

で
は
、
証
拠
書
類
の
整
備
状
況
、
計
数
の
正
確
性
、
財
産
や
基
金
の
管
理
状
況

な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
決
算
書
表
示
の
計
数
は
正
確
に
処
理
さ
れ
、
基
金
に
つ
い
て

も
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
で
す
が
、
歳
入
は
、
財
政
調
整
基
金
等
か
ら
の

繰
入
金
や
、
熊
本
・
大
分
地
震
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
伴
う
地
方
交
付
税
や

国
・
県
支
出
金
の
収
入
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
歳

出
は
、
本
庁
舎
や
消
防
庁
舎
な
ど
の
大
規
模
な
建
設
事
業
が
一
段
落
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
て
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
の
決
算
審
査
で
は
、
未
収
金
対
策
や
計
画
的
・
効
果
的
な
予
算
執
行
が
図
ら
れ
て

い
る
か
な
ど
の
着
眼
点
を
設
け
、
職
員
の
聴
き
取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
税
や
使
用
料
な
ど
の
未
収

金
対
策
で
は
、
現
年
度
分
の
収
納
率
が
向
上
し
て
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

生
活
困
窮
者
へ
の
十
分
な
配
慮
と
と
も
に
、
新
規
滞
納
者
を
減
ら
す
対
策
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
・
大
分
地
震
の
災
害
復
旧
関
連
事
業
の
発
生
に
よ
り
、
繰
越

事
業
が
前
年
度
に
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
事
業
の
適
切
な
進
捗
管
理
を
求
め
ま
し
た
。

　
次
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
で
す
が
、
決
算
書
表
示
の
計
数
は
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
熊
本
・
大
分
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
有
収
率
は
大
幅
に
低
下
し
、
修
繕
費
が
増
大

し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
件
費
カ
ッ
ト
や
汚
泥
処
理
方
法
の
変
更
等
に
よ
る
経
費
削
減
に
よ

り
、
供
給
収
益
の
値
を
改
善
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
供
給
収
益
は
赤
字
で
、
経
費
削
減
に
も
限
界
が

う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
ま
ま
水
道
料
金
の
改
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
近
い
将
来
、
積
立
金
等
を
取
り

崩
し
て
も
資
金
が
不
足
し
、
必
要
な
修
繕
や
更
新
工
事
等
が
行
え
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
道
は
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
適
正
な
料
金

体
系
の
も
と
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
由
布
市
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
少

子
・
高
齢
化
等
に
よ
り
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
の
、
今
後
、
大
幅
な
増
収
は
見
込
め
ず
、
地
方

交
付
税
も
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
中
、
扶
助
費
や
公
債
費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
割
合
は
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
市

民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
費
の
増
大
に
よ
り
、
財
政
運
営
は

更
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
年
度
途
中
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
対
す
る
返
礼
品
発
送
の
取
り
組
み
を
始
め
、
寄
附
金
の
増
収
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
新
た
な
収
入
源
の
確
保
や
、
雇
用
促
進
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
公
有
財
産
の
有
効
活
用
等
あ
ら

ゆ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
や
支
出
金
等

を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
で
効
果
的
な
事
業
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
行
財
政
運
営
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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熊
本
地
震
被
災
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
被
災
家
屋
・
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
取
得

し
た
も
の
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
次
の
特
例
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
特
例
の
対
象
と
な
る
場
合

　
【
家
屋
】

　
り
災
証
明
の
被
害
程
度
が
「
半
壊
」
以
上
の
家
屋
の
所
有
者
等
（
被
災
時
の
所
有
者
、
そ
の
相
続
人
・
三
親
等
以
内
の
親

　
族
等
）
が
、
被
災
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
30
日
の
間
に
、
由
布
市
内
で
被
災
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
（
ま
た
は
被
災
家
屋
を

　
改
築
し
た
家
屋
）
を
取
得
し
た
場
合
。
た
だ
し
、
原
則
、
被
災
家
屋
と
取
得
家
屋
の
種
類
（
用
途
）
ま
た
は
使
用
目
的
が

　
同
一
で
、
被
災
家
屋
が
取
壊
・
売
却
等
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
改
築
家
屋
は
、
新
た
に
固
定
資
産
評
価
を
受
け
る
必
要
が
あ

　
る
も
の
が
対
象
で
、
通
常
の
修
繕
・
リ
フ
ォ
ー
ム
は
対
象
外
）
。

　
【
償
却
資
産
】

　
震
災
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
損
壊
し
た
償
却
資
産
の
所
有
者
等
（
相
続
人
等
を
含
む
）
が
、
被
災
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
30

　
日
の
間
に
、
由
布
市
内
に
被
災
し
た
償
却
資
産
に
代
わ
る
償
却
資
産
を
取
得
し
た
（
ま
た
は
被
災
し
た
償
却
資
産
を
改
良

　
し
た
）
場
合
。
た
だ
し
、
原
則
、
被
災
償
却
資
産
と
取
得
（
ま
た
は
改
良
）
償
却
資
産
の
種
類
（
用
途
）
ま
た
は
使
用
目

　
的
が
同
一
で
あ
り
、
改
良
以
外
の
被
災
資
産
は
売
却
・
処
分
等
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

●
特
例
内
容

　
【
家
屋
】

　
新
た
に
家
屋
を
取
得
（
ま
た
は
改
築
）
し
た
年
の
翌
年
か
ら
４
年
度
分
、
そ
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
税
額
を
２
分
の
１

　
に
減
額
（
※
被
災
家
屋
の
床
面
積
相
当
分
の
み
）

　
【
償
却
資
産
】

　
新
た
に
取
得
（
ま
た
は
改
良
）
し
た
年
の
翌
年
か
ら
４
年
度
分
、
そ
の
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
を
２
分
の
１
に
軽
減

●
特
例
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
新
た
に
家
屋
を
取
得
（
ま
た
は
改
築
）
し
た
年
の
翌
年
の
１
月
31
日
ま
で
に
特
例
適
用
申
告
書
と
必
要
書
類
を
税
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
該
当
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
す
で
に
平
成
29
年
度
課
税
が
さ
れ
て
い
る
方
は
即
時
提
出
し
て
く

だ
さ
い
）
。

※
家
屋
の
対
象
と
な
る
方
へ
は
、
11
月
に
案
内
文
書
と
特
例
適
用
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
こ
の
他
に
、
対
象
者
に
よ
り
細
か
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
案
内
文
書
や
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
課
税
係
資
産
税
担
当
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
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６
９
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内
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１
６
６
・
２
１
６
７
）

　
固
定
資
産
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は
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毎
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
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・
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資
産
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れ
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す
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は
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ず
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。

●
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０
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１
２
６
９

　
（
内
線
２
１
６
６
・
２
１
６
７
・
２
１
７
０
）

熊
本
地
震
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
に
つ
い
て

（
家
屋
・
償
却
資
産
）

固
定
資
産
税
の

届
け
出
は
忘
れ
ず
に

　市税は福祉や教育、さまざまな事業を進めるための貴重な財源です。納期限までに納めていない市
税などがある方は早めに納付してください。
　由布市では１２月を滞納整理強化月間として、「文書・電話催告」、「差押」を強化し、滞納をなくす取
り組みを進めていきます。

　昨年４月に発生した熊本・大分地震に対する県内外からの温かい復興支援に感謝するため、由布市初のイベン
トをＪＲ大分駅前の府内中央口広場で開催します！当日のステージイベントでは、今年のセ・リーグシーズン１
位で由布市にも縁がある広島東洋カープＯＢ廣瀬純さんによるトークショーをはじめ、中西麻耶選手が登場した
り、由布高校郷土芸能部による神楽奉納、ゆふいん源流太鼓による公演などを開催します。
　また、由布市自慢の「食」や地域資源を活用した「特産品」などの販売・ＰＲブースを出店するなど、盛りだ
くさんの内容で皆さんのお越しをお待ちしています。

●日時　１１月２６日㈰　午前１１時～午後６時
●場所　ＪＲ大分駅・府内中央口（北口駅前）広場、
　　　　タイムズスクエア
●主催　由布市商工会
●問い合わせ
　由布市商工会庄内本所　☎０９７ー ５８２ー ００９４

●問い合わせ　税務課（本庁舎）　　☎0 9 7 ー 5 8 2 - 1 2 6 9（内線2 1 6 8・2 1 6 9・2 1 7 1・2 1 7 2 ）

納期限 税充当

督促 公売・換価

催告 差押

財産調査

差押財産 27年度 28年度 29年度
（9/30現在）

不動産 5 0 件 ６件 ２件
預貯金 2 7 件 6 0 件 6 0 件
給与 1 4 件 ２８件 2 2 件

生命保険 ３件 ３件 ２件
その他債権 ９件 ７件 １件
捜索（動産） ５件 ３件 ０件
合計 108件 1 0 7 件 8 7 件

換価による徴収額 6,841千円 10,399千円 8,762千円

平成27～平成29 年度滞納処分の差押・換価状況

＊その他債権
・出資金、自動車税還付金、不動産賃貸料、ゴルフ会員権等＊状況により順序が入れ替わることがあります。

滞納整理の流れ

▼
▼▼

▼ ▼
▼

納付が遅れると
　納期内納税者との公平を保つため、「督促手数料」や、納期限の翌日から納付の日までの期間に応じて
「延滞金」を納付していただくことになります。
　また、納付がなく相談もない場合は、「財産の差押」などによる強制的な市税の徴収を受けることが
あります。

納税に困ったら相談を
　失業や災害、病気などのやむを得ない事情により、市税を納期限までに納められない場合は、早め
にご相談ください。
休日納税相談窓口
●日時　1 2 月２日㈯・３日㈰　午前９時～午後４時
●場所　由布市役所本庁舎新館１階　税務課

12 月は「市税滞納整理強化月間」

「復興支援に感謝」由布の元気を皆さんに！！
熊本・大分地震災害復興応援キャンペーン
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取
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。
取
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固
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建
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な
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固
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月
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。
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築
・
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と
き
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築
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築
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月
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め
、
家
屋
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必
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家
屋
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査
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日
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税

務
課
か
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前
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
届
け

出
は
不
要
で
す
。

湯布院町内から
６店舗が集う

ミニパンフェス開催！

宿泊券や特産品などが
当たる

豪華抽選会もあるよ！
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市政ニュース

●対　　象　由布市在住の未就学（平成２４年４月２日以降生まれ）の児童で、保護者の仕事や病気、
　　　　　　出産等の理由により、家庭内において、必要な保育を受けることができない児童。

●申込期間　１１月１３日㈪～１２月２８日㈭　≪土日・祝日を除く≫
　　　　　　※入所者は受付順ではなく、入所判定（選考）会議により決定します。

●申込方法　子育て支援課または各地域振興課に、備え付けている入所申込書等に必要事項を記入し
　　　　　　て申込期間内に申し込みください。申込用紙等は由布市公式ホームページからもダウン
　　　　　　ロードが可能です。必要書類の未提出や内容に不備があった場合は受け付けできない場
　　　　　　合があります。
※年度途中も入所の申し込みは随時受け付けていますが、入所希望月が年度途中になるほど、保育所
　の受け入れ人数に余裕がなくなり、希望に添えない場合が多くなります。

　地域の子育てサービスを知ってもらうことを目的に、就学前のお子さんに「子育てほっとクーポン」を配布し
ています。

　マイナンバー制度が平成２８年１月から導入されたことに伴い、市民の利便性の向上の観点から、子育ての手
続きの一部について、オンライン申請ができるようになりました。オンライン申請には電子証明書が付与された
マイナンバーカード（※プラスチック製のカードです）が必要です。オンライン申請は『大分県電子申請システム
（https://www.egov-oita.pref.oita. jp/SdsJuminWeb/JuminLgSelect）』で行うことができます
（大分県電子申請システムの利用には「利用者登録」を行う必要があります）。
※24時間いつでも申請することができますが、システム管理等のため一時的に利用できない場合があります。

●申込先・問い合わせ
　子育て支援課（本庁舎）　　　　　　　　☎０９７－５８２－１２６２
　挾間振興局地域振興課子育て支援係　　　☎０９７－５８３－１１１１
　湯布院振興局地域振興課子育て支援係　　☎０９７７－８４－３１１１

平成３０年度４月入所希望
認可保育所等の利用手続きについて

おおいた子育てほっとクーポンのお知らせ

１１月１３日から認可保育所等の利用手続きが
オンライン申請できるようになります

保育所名 住所・電話番号
定員

（人）
標準保育時間

（延長保育時間）

社会福祉法人　産土会
はさま保育園

挾間町挾間 114 番地
☎0 9 7－5 8 3－0 1 0 9 90 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0 )
社会福祉法人　産土会
宮田保育園

挾間町北方 602 番地 1
☎0 9 7－ 5 8 3－1 5 4 4 160 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0 )
社会福祉法人　護念福祉会
由布川保育園

挾間町古野 104 番地 1
☎0 9 7－ 5 8 3－ 3 4 5 3 130 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0 )
社会福祉法人　すみれ会
西庄内保育所

庄内町庄内原 366 番地 4
☎0 9 7－ 5 8 2－ 0 1 3 7 50 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0 )
社会福祉法人　庄内厚生館
あなみ保育園

庄内町東長宝 596 番地 1
☎０９７－５８２－１２２１ 60 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0 )
社会福祉法人　愛の園福祉会
ひばり保育園

庄内町柿原 410 番地 1
☎0 9 7－ 5 8 2－ 1 4 7 1 130 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 3 0 )
社会福祉法人　すみれ会
すみれ保育園

湯布院町川上 2542 番地
☎0 9 7 7－ 8 5－ 2 1 3 4 130 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0 )
社会福祉法人　聖愛保育園
聖愛保育園

湯布院町川上 2990 番地 14
☎0 9 7 7－ 8 4－ 2 3 1 7 100 7 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

( 1 8 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0 )
小規模保育事業
こどものにわ楓

挾間町鬼崎 296 番地
☎0 9 7－ 5 8 3－ 3 3 7 1 9 7 : 3 0 ～ 1 8 : 0 0

( な し )

サービス内容 放課後等デイサービス 乳幼児・児童一時預かり

サービス提供機関 オレンジハウス・らいん・
あした天気になあれ あした天気になあれ

サービス概要
障がいのあるお子さんの放課後や休日に
おける生活面や学習面の支援を行いま
す。

冠婚葬祭、保護者の急病、急用などに
より、ご家庭での保育が困難なときに
一時的にお子さんをお預かりします。

利用対象者 小学６年生までのお子さん

備考 利用料金については償還払いです。
（一旦現金でお支払いいただき、後日市役所での手続きが必要です）

（注１）保育所ごとに保育方針、サービス、保育料以外の費用などが異なりますので、希望する保育環境
　　　　であるかを、事前に保育所の見学などを行い、お確かめの上、申し込みください。なお、見学希
　　　　望の方は直接保育所等に問い合わせいただき、日程調整をお願いします。
（注２）ひばり保育園は平成３０年４月に「保育所」から「幼保連携型認定こども園」へ移行予定です。
（注３）こどものにわ楓は、原則、児童が満３歳になる年度までの入所となります。

●市内認可保育所一覧

●対象サービスが増えました
　平成２９年９月１日からクーポンで利用できるサービスが増えました。

●問い合わせ
　＜マイナンバーカードに関することや、その他マイナンバー制度に関する問い合わせ＞
　　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８
　＜オンライン申請に関する問い合わせ＞
　　子育て支援課（本庁舎）　☎０９７－５８２－１２６２

【オンライン申請に必要なもの】

+

●子育てほっとクーポン・プラス＋（ピンク色）をお持ちの保護者の方へ
　子育てほっとクーポン・プラス＋（ピンク色）の有効期限が平成３０年３月３１日までとなっています。
　まだお手元にある方は、ぜひご利用ください。利用方法などは問い合わせください。
●まだクーポンをお持ちでない保護者の方へ
　クーポンの対象サービスを利用する際は、現物払い・償還払いを問わず、事前にクーポンの受け取り（申請）
　が必要です。インフルエンザ予防接種や読み聞かせ絵本の購入などをされる方は、必ずクーポンを受け取られ
　てから利用してください。
　※クーポンの申請期限は、お子さんの３歳の誕生日の１ヵ月前までです。
●問い合わせ　子育て支援課（本庁舎）　☎０９７－５８２－１２６２（内線２１３４）

マイナンバーカード
（電子証明書が付与されたもの） または

ＩＣカードリーダライタ
パソコン

マイナンバーカード対応
スマートフォン
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水
道
管
に
早
め
の
冬
支
度
を

熱　湯　×

由布市水道事業報告
　水道課では水道事業の実施にあたり、安心、安全な水を安定して供給できるよう、「由布市水道事業基
本計画」「由布市水道ビジョン」に基づき、浄水場等施設の適切な維持管理に努めるとともに、老朽配水
管の更新・改良事業等に取り組んできました。
　しかし、平成28年4月に発生した大分・熊本地震により、特に湯布院地域では水道管に大きな被害を受
け、平成28年度の湯布院地域の有収率（※）は60.7%(前年度比9.6％減)となってしまいました。
　平成28年度現在、由布市の老朽管更新や耐震化等に向けた更新工事に係る事業費は、今後15年間で50
億円以上と見込まれていますが、由布市水道事業の経営状況は平成28年度決算において純損益が約1,524
万円の赤字となっており、大変厳しい状況です。
　人件費の削減や浄水処理の経費抑制等で赤字額は減少していますが、損失の計上が常態化しており、こ
のままでは必要な財源が確保できず、更新工事等に支障を来すおそれがあります。
　安心、安全な水を安定して供給するため、経営の健全化に向け今後も経費削減に努めていきますが、あ
わせて財源の確保についても取り組むことが必要不可欠となっています。
※有収率：給水する水量（給水量）と料金として収入のあった水量（有収水量）との比率。

●問い合わせ　水道課（本庁舎）　☎097-582-1328

配水管更新工事（庄内町） 下津々良紫外線処理施設（湯布院町） 希硫酸注入設備改修工事（挾間町）

○経営状況の概要【給水に関する経費とその財源：収益的収支（消費税抜）】　　　 　　単位：円
項目 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

①収益的収入 477,250,797 566,244,041 564,208,117  560,022,918
②収益的支出 522,853,520 615,667,814 583,224,448  575,266,734

純損益（① - ②） △ 45,602,723 △ 49,423,773 △ 19,016,331 △ 15,243,816
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☎
0
9
7

－

5
8
3

－

1
1
1
1

　
湯
布
院
振
興
局
地
域
整
備
課

　
☎
0
9
7
7

－

８
４

－

３
１
１
１

ビニールテープ
布や保温材

など

ぬ る ま 湯 ◎

　
由
布
市
で
は
年
度
途
中
も
入
所
の
申
し
込
み
は
随

時
受
け
付
け
て
お
り
、
入
所
希
望
月
の
前
月
15
日
ま

で
に
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
４
月
入
所
の
選
考
上
、

早
め
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
注
）
こ
の
申
込
期
限
後
で
あ
っ
て
も
、
入
所
希
望

月
の
前
月
15
日
ま
で
は
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
入
所

判
定
（
選
考
）
上
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
多
く

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
２
６
２

・
農
業
者
年
金
は
、
農
業
従
事
者
の
う
ち
、
自
営
農
業
に
従
事
す

　

る
個
人
が
加
入
で
き
る
年
金
制
度
で
、国
民
年
金（
基
礎
年
金
）

　
の
上
乗
せ
年
金
の
ひ
と
つ
で
す
。

・
現
行
制
度
は
、
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将

　

来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
」

　

を
採
用
し
、
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た

　
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
加
入
要
件

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

●
特
徴

　

①
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の
間
で
、
千
円
単

　
　

位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
経
営
状
況
や
家
計
の
状
況
に
応
じ

　
　
て
い
つ
で
も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

　

②
税
制
面
の
優
遇
処
置
で
、
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控

　
　

除
の
対
象
で
支
払
わ
れ
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

　
　
さ
れ
ま
す
。

　

③
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
備
え
た

　
　
農
業
者
に
対
し
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

④
加
入
者
や
受
給
者
の
方
が
万
が
一
死
亡
し
た
場
合
、
80
歳
ま

　
　

で
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
「
農
業
者
老
齢
年
金
」
の
現

　
　

在
価
値
相
当
額
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
の
方
が
受
け
取

　
　
れ
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
加
入
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
農
業
委
員
会
事
務

　
局
・
お
近
く
の
農
業
協
同
組
合
の
支
店
で
お
受
け
し
て
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
３
０
３

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
で

あ
る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
、
週
刊
の

農
業
総
合
専
門
誌
で
す
。
農
業
者
の
「
経
営
と
暮
ら

し
に
役
立
つ
」
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
毎
週
金
曜
日
に
お

届
け
し
ま
す
。

農
業
者
の
視
点
で
お
届
け
し
ま
す

①
総
合
ニ
ュ
ー
ス

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
じ
っ
く
り
・
分
か
り
や
す
く

　
解
説
し
ま
す
。

②
経
営
面

　
旬
の
情
報
で
経
営
を
支
援
し
ま
す
。

③
暮
ら
し
面

　
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

④
地
域
・
農
業
委
員
会
面

　
地
域
の
元
気
の
秘
訣
を
取
り
あ
げ
ま
す
。

⑤
学
習
面

　
農
業
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

　
ま
す
。

⑥
地
方
面

　
皆
さ
ん
の
地
域
の
身
近
な
情
報
も
満
載
で
す
。

●
発
行

　
毎
週
金
曜
日

●
購
読
料

　
月
額
７
０
０
円

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
３
０
３

　
（
内
線
２
２
５
１
）

２
月
・
３
月
認
可
保
育
所
等

入
所
希
望
の
保
護
者
の
方
へ

農
業
者
年
金
加
入
の
ご
案
内

農
業
新
聞
購
読
の
ご
案
内

入
所
希
望
月

申
込
期
限

平
成
30
年
２
月

平
成
29
年
12
月
28
日
㈭
ま
で

平
成
30
年
3
月
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市政ニュース

●問い合わせ　挾間振興局地域整備課　☎０９７－５８３－１１１１

市営特公賃住宅の入居者募集

アウル石城　Ａ－１号　１戸 鶴田第２団地　　２戸 サンコーポラス挾間
（旧雇用促進住宅）空あり

所在地 由布市挾間町来鉢３６番地６ 由布市挾間町挾間 687 番地１ 由布市挾間町下市 424 番地２

住宅の概要 木造２階建て３ＬＤＫ
（１棟２戸建て）

 木造２階建て
４ＬＤＫ ( １棟１戸建て）

鉄筋コンクリート造
５階建て　３ＤＫ

入居者
資格  ①一定以上の所得を有すること。 ②市県民税等の滞納がないこと。 ③同居親族を有すること。

家賃等
・月額　 ４６，０００円
・敷金　１３８，０００円
　（家賃の３ヵ月分）
・駐車場付き

 ・月額　５１，０００円
 ・浄化槽使用料
　月額　 １，０５０円
　・ 敷金１５３，０００円
　（家賃の３ヵ月分）

・月額　 ４２，４００円
・敷金　１２７，２００円
　（家賃の３ヵ月分）
・浄化槽使用料
　月額　１，０５０円
・駐車場使用料
　月額　２，６２５円／ 1 台

抽選申込
受付期間

１１月１３日㈪～１１月２７日㈪
※ 平日午前８時３０分～午後５時　（抽選応募受付）
※ 希望者複数の場合は抽選となります。
所得証明書（１６才以上の入居者全員分・ 前年分の源泉徴収票可）
を持参ください。

 随時受付中 
 平日午前８時３０分～午後５時

　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
未
請
求
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
は

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
に
、
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
と
な
る
方

　
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合

に
、
以
下
の
順
番
で
順
位
が
先
に
な
る
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

　

⑴
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　
　
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

　
⑵
戦
没
者
等
の
子

　
⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要

　
　
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、 

順
番
が
入
れ
替
わ
り

　
　
ま
す
。

　
⑷
前
項
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

　

（
甥
、
姪
な
ど
）

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が

　
　
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

●
支
給
内
容

　
国
債
名
称　
　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券　
い
号

　
額　
　
面　
　
25
万
円
（
５
年
償
還
）

●
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
２
６
５
（
内
線
２
１
４
７
）

　
防
火
標
語
『
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に
』

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。
火
災

予
防
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
焚
き
火
を
す
る
と
き
は
、
水
バ
ケ
ツ
・
消
火
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
田
の
畦く

ろ
、
草
な
ど
を
焼
く
場
合
は
、
消
防
署
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
乾
燥
し
た
日
、
風
の
強
い
日
に
は
焚
き
火
、
田
の
く
ろ
焼
き
な
ど
は

　
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
小
ま
め
に
片
づ
け
、
灰
皿
に
水
を
入
れ
る
な
ど

　
事
前
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
３
つ
の
習
慣

　
○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　
○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
４
つ
の
対
策

　
○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
○
寝
具
や
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、 

　
　
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　
○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る
。

　
○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　
　
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
確
認
を
！！

　
電
池
方
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池
の
交
換
が
必
要
で
す
。

　
電
池
切
れ
警
告
音
・
音
声
、
ラ
ン
プ
で
交
換
時
期
を
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。
忘
れ
ず
に
電
池
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
由
布
市
消
防
本
部　
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
５
０
０

　
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
由
布
市
に
お
い
て
も
『
み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世

紀 

』
～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ

よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～　
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
人
権
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
第
３
回
由
布
市
「
人
権
を
大
切

に
す
る
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　
時　
12
月
９
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
開
会
（
受
付 

午
前
８
時
30
分
～
）

●
場　
所　
は
さ
ま
未
来
館
大
ホ
ー
ル

●
内　
容　
人
権
標
語
・
人
権
作
文
・
人
権
ポ
ス
タ
ー
の

　
　
　
　
　
表
彰
、
記
念
講
演
等

●
問
い
合
わ
せ　
人
権
・
同
和
対
策
課(

本
庁
舎)

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
２
４
４

　
由
布
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
で
は
、
毎
年
、

環
境
全
般
に
わ
た
る
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
「
由
布
市
の
動
植
物
等
の
自
然
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
大
分
生
物
談
話
会
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日　
時　
11
月
29
日
㈬　
午
後
２
時
（
１
時
間
程
度
）

●
場　
所　
由
布
市
役
所
本
庁
舎
本
館
３
階　
大
会
議
室

●
入
場
料　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課（
本
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
３
１
０

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

秋
の
火
災
予
防
週
間
が
始
ま
り
ま
す

第
３
回　
由
布
市
人
権
を
大
切
に
す
る

市
民
の
集
い

由
布
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

11
月
9
日
㈭
～
11
月
15
日
㈬

賞 学校名 学年 氏　名
最優秀賞 由布院小学校 ３年 立

た つ か わ
川　 天

てんしょう
翔

優 秀 賞 東庄内小学校 １年 庄
し ょ う の

野　 晴
は る と

登
優 秀 賞 東庄内小学校 ２年 三

み え の
重野　結

ゆ い な
七

優 秀 賞 東庄内小学校 ３年 日
ひ だ か

髙　 萌
も え な

乃
優 秀 賞 由布院小学校 ３年 佐

さ と う
藤　 梛

な つ き
月

優 秀 賞 由布院小学校 ３年 河
か わ の

野　 芽
め い

衣
優 秀 賞 由布院小学校 ３年 一

い ち の
野　 稚

ち ひ ろ
尋

優 秀 賞 由布院小学校 ３年 田
た な か

中　 康
こ う た

太
優 秀 賞 谷 小 学 校 ４年 木

き む ら
村　 美

み づ き
月

優 秀 賞 川 西 小 学 校 ４年 宮
み や お か

岳　 稜
り ょ う た

太

平成29年度　由布市子どもエコ運動標語コンクール　受賞結果

子どもエコ運動標語コンクール

最優秀
由布院小学校　３年生

立
たつかわ

川 天
てんしょう

翔 さん
　　つくらない
     　ださないすてない
           　むだなごみ

　由布市教育委員会では学校エコ運動を通じて、環境教育の推
進に取り組んでいます。
その一環として、『由布市子どもエコ運動標語コンクール』を
実施しました。
　「環境」「資源」「省エネ」「もったいないこと」などエコ運動に
関するものをテーマに標語を募集したところ、市内小学校から
１０人が入選し、表彰されました。

●問い合わせ　学校教育課（本庁舎）☎097-582-1179
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　 １０月 １１
日、 大 分 市 の
iichiko 総合文
化 セ ン タ ー で

「大分県安全・
安 心 ま ち づ く
り県民大会」が

開催され、大分県防犯協会理事長・大分県警
察本部長連名表彰において、個人の部で挾間
町少年補導員会の岸 秀谷さんが、団体の部で
岳本屯所見廻り隊が表彰されました。
　岸さんは、３０年にわたり少年補導員とし
て防犯活動に貢献。岳本屯所見廻り隊は、平
成１５年から岳本自治区を中心に防犯パト
ロールを実施し、地域の防犯活動に貢献して
いることが評価されました。

表

地
域
の
防
犯
活
動
に
貢
献

ゆ
ふ
ラ
ッ
キ
ー
お
買
い
物
券

を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

彰
　１０月９日、湯布院町の並柳牧場で「第
４３回由布院牛喰い絶叫大会」が開催されま
した。当日は来賓含め約７００人が参加し、秋
晴れの下で豊後ゆふいん牛を堪能。午後から
は絶叫大会が行われ、１００人の参加者が思い
のたけを叫び、会場からは笑いや拍手が送ら
れ、大いに盛り上がりました。餅原龍

りゅうのすけ
之心く

ん（子どもの部）、塩形一男さん（大人の部）
が見事絶叫大賞を受賞しました。

　１０月１０日、由布
市自治委員会連合会
（後藤久生会長）の役
員が、九州北部豪雨に
より被害を受けた日田
市を訪れ、岩里日田市
自治会連合会長へ支援

金４，８３２，０００円をお渡ししました。この
支援金は、８月１０日から３１日まで、自
治委員を通じて由布市民の皆さんから当自治
委員会連合会がお預かりしたもので、贈呈式
では、後藤会長が「被災された皆さまには心
からお見舞い申し上げますとともに、由布市
民からの支援金を被災地域の復旧、復興のた
めに役立てていただきたい」と述べ、岩里会
長へ支援金を贈りました。

絶

贈

秋
晴
れ
の
も
と
、
大
絶
叫

お
預
か
り
し
た
支
援
金
を
贈
呈

叫

呈

　１０月１８日、塚原小学校で「由布市小規模小学校児童交流会」が開催されました。この交流会は、体
験学習や他校の児童との交流を通して、学ぶ意欲や豊かな情操を育みコミュニケーション力の向上を図る
目的で今年初めての試みとなります。当日は、塚原・川西・阿蘇野小学校の３校から４６人の児童が参加。
「カラフルホットケーキ作り」「飛行機とロケット工作」「ビー玉コースター工作」などの体験学習や仲

間づくりゲームを通して他校の児童と交流
を深めました。児童たちにとっては、楽し
みながら学習し他校の児童とふれあう貴重
な経験となりました。

 １０月４日、湯布院公民館で「平成２９年
度由布市戦没者追悼式」が開催されました。
当日は由布市内のご遺族や来賓のかたがたを
合わせ約１００人が参列。首藤市長は「今日
の平和で豊かな暮らしは、祖国のために尊い
命を捧げられたかたがたの犠牲の上に築か

れている」
と述べ、先
の大戦で尊
い 命 を 落
と さ れ た
１２３９人
に対しご冥
福をお祈り
し、献花を
行いました。

　１０月７日、
由布市地球温
暖化対策地域
協議会の主催
で 、 市 内 の
スーパー４店
舗でエコバッ
ク配布の街頭
啓発が行われ
ました。これ
は、レジ袋の削減をより推進するため本年
１０月を「由布市レジ袋削減強化月間」と定
め、多くの方にレジ袋の削減に対し関心を
もってもらうための活動で、レジ袋削減への
ご理解とご協力を呼びかけました。引き続き、
レジ袋の削減についてご協力をお願いします。

　１０月１６日、１００歳になられた工藤アズマ
さんをお祝いするため、挾間町の健寿荘を首藤市
長が訪れました。２０代前半で結婚し苦労しなが
らも５人のお子さんを育てながら、趣味である民
謡、大正琴などを楽しみました。特にゲートボー
ルは県大会で表彰されるほどの腕前だそうです。
この日は健寿荘の皆さんから歌のプレゼントなど

が 送 ら れ 少
し 照 れ く さ
そ う な 工 藤
さんでした。
１００歳おめ
で と う ご ざ
います。

　１０月２５日、１００歳を迎える工藤ツユ子さ
んをお祝いするため、湯布院町の温水園を首藤市
長が訪れました。九重町出身の工藤さんは１６歳
で結婚。早くにご主人を亡くされましたが、発電
所の寮母を務めながら３人の息子さんを育てあげ
ました。手先が器用で手芸や三味線をされ、長寿
の秘訣は趣味のその手芸で手や頭をよく動かして

い た こ と
だそうです。
１００歳お
めでとうご
ざいます。

交 追環

長

由
布
市
小
規
模
校
児
童
交
流
会

由
布
市
戦
没
者
追
悼
式

エ
コ
バ
ッ
ク
配
布
の

街
頭
啓
発
を
実
施

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

流 悼境

寿

　

ゆ
ふ
ラ
ッ
キ
ー
お
買
い
物
券
の
有
効
期
限
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
商
品
券
有
効
期
限　
12
月
31
日
㈰

　
※
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
由
布
市
商
工
会
庄
内
本
所

　
☎
０
９
７

－５
８
２

－０
０
９
４

No.- 0000
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●日　時　１２月２日㈯　午後２時〜午後４時
●場　所　はさま未来館３階　大ホール
●内　容　①講演『住民を見守る地域包括ケアシステム
　　　　　　　　　構築に向けての活動報告』
　　　　　②シンポジウム『このまちで安心して暮らすために〜医療と介護の現場から地域を考える〜』
　　　　　地域の医療と介護を支えるさまざまな職種のみんなで、　　
　　　　　地域についてお話します。
　　　　　参加する市民の皆さんも、ぜひお声をお聴かせください。
送迎バスがあります　※ 要予約
　　　　　　1 3：0 0 湯布院庁舎発⇒ 13：3 0 本舎発⇒
　　　　　　1 3：4 5 はさま未来館
　　　　　　予約締切　1 1月1 7 日㈮
●バス予約・問い合わせ　健康増進課介護保険係（本庁舎）
　 ☎ 0 9 7 ー 5 8 2 ー 1 1 2 0  （内線 1 1 1 6 ）

「高血圧は万病のもと～やさしくできる減塩～」

健康ナビ

１０月２日からチャレンジシートの応募受付を開始しています。
応募する際は、次の事項に注意して応募をお願いします。

健康マイレージチャレンジシート
応募受付が始まりました！

●応募期間　平成３０年３月２日㈮まで
●受付窓口　挾間振興局地域振興課、湯布院振興局地域振興課、健康増進課
●応募の対象となるポイント　平成２９年４月１日〜平成３０年２月２８日の間に付与されたポイント
●問い合わせ　健康増進課（本庁舎）　☎ 0 9 7 ー 5 8 2 ー 1 1 2 0

　はしか（麻しん）は感染力が大変強い感染症です。
　自分が感染しないためだけでなく、家族や学校など身近
な周囲へ感染を広げないためにも予防接種が有効です。	

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンの

早めに接種
しましょう！

●平成29年度の対象者        
　第 1 期　生後 1 2ヵ月以上 2 4ヵ月未満の方
　第 2 期　小学校入学前の 1 年間（Ｈ23.4.2 〜Ｈ24.4.1 生まれの方）
●接種費用　無料
●持参するもの　母子手帳
●接種場所　由布市内委託医療機関・県内委託医療機関
　＊事前に医療機関への予約が必要です 。
　第２期の方の接種期間は平成3 0年 3 月 31 日までですが、早めの接種をお勧めします。
●問い合わせ　健康増進課（本庁舎）　☎０９７－５８２－１１２０（内線１１１０）

平成 2９年
度

【アンケートへのご協力のお願い】
　健康マイレージ事業の今後の参考にさせていただきたいので、応募の際にアンケートの
　記載をお願いしています。ご協力をお願いします。

　ちびっこ広場でクリスマス会を開催します。
　楽しい内容を企画していますのでぜひご参加ください。
★日にち　１２月１５日㈮
★場　所　挾間健康センター
★時　間　午前９時３０分〜 ちびっこ広場スタート
　　　　　午前１０時３０分〜クリスマス会スタート
★問い合わせ
　挾間健康センター　
　☎ 0 9 7 －5 8 3 －1 1 1 1 （内線 2 1 2 0 ）

挾　間 庄　内
クリスマス会のお知らせ

　庄内地区の母子保健推進員さんと楽しい企画を準
備してます！
　お子さんと一緒に、ぜひお越しください！
★日にち　１２月１２日㈫　    
★場　所　本庁舎本館 3 階大会議室
★時　間　午前９時３０分〜　受付
　　　　　午前１０時〜　　　開会
★問い合わせ　健康増進課（本庁舎）   
　☎０９７－５８２－１１２０( 内線１１２０)

住み慣れた由布市で自分らしく「生き」
自分らしく「死ぬ」ことを皆で考える会

●日　時　１２月７日㈭　午前１０時〜午前１１時３０分（受付　午前９時３０分〜）
●会　場　はさま未来館２階　大研修室

　高血圧を放っておくと血管が硬くなり、さまざまな病気の原因となります。
　しなやかな血管をつくるためには日ごろの塩分を見直すことが必要です。
　日本人の食卓には、食塩を含む食品がたくさんあるため、ついつい食塩を取りすぎてしまいがちです。
　血圧が気になる方、そうでない方もご自身やご家族の健康のために「減塩」に取り組んでみませんか？

マイクロバスがあります
　往路 ▶ 湯布院庁舎 ８：４０出発⇒本庁舎 ９：１０出発⇒はさま未来館
　復路 ▶ はさま未来館 １１：５０出発⇒本庁舎 １２：１０⇒湯布院庁舎
　※ご希望の方は１１月３０日㈭までに申し込み下さい。
　　（座席数に限りがありますので先着順です）
　　参加された方には健康マイレージ 1, 0 0 0 ポイント差し上げます。
●申込先・問い合わせ　健康増進課（本庁舎）　☎０９７ー５８２ー１１２０

健康マイレージ
1,000 ポイント

付与します

由布地域包括ケア推進協議会　挾間地域連携推進班主催

市民
講演会

減　塩

塩

塩

●日　時
　１２月１０日㈰　午前９時集合（湯布院庁舎駐車場）
●参加料
　会員　２００円、一般　３００円（保険代、地図代）
●その他
　・事前申し込み不要

　・マイレージポイント付与（１，０００ポイント）
　・終了後、「忘年会」を行います
●問い合わせ
　「ゆふウォーキングクラブ」　事務局　浦松
　☎０９０－３７９８－１２１４　

１年の締めくくりにゆふいん忘年ウォーキング６㎞コース

市民健康ウォーキング

接種はお済みですか？

①「氏名、性別、生年月日、住所、加入保険、電
　話番号」の記入もれがあると商品券をお送り
　できませんので、いま一度確認してください！
②「お一人につき１回のみ」の応募となります。
③「１０，０００ポイント以上」であるかを確認し
　てください！ 

注　意
④ポイント券などの「剥がれ落ち」がないよう
　しっかり貼るようお願いします。
※チャレンジシートが確認できない場合は、特典（商
　品券）のお渡しができませんので、必ずお間違い
　のないよう応募をお願いします。
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　１０月２９日、リーグ戦２ｎｄステージ第１３節ヴァンラーレ八戸戦が
だいぎんサッカー・ラグビー場Aコートで行われました。前半３２分に先
制されましたが、直後に同点。その直後にリードを許すも、再び同点。前
半からお互いに点の取り合いを繰り広げて２－２で折り返しました。その
後、後半３１分にオウンゴールを喫してしまい、そのまま試合は２－３で
終了。激しい打ち合いをものにすることができず悔しい敗戦となりました。
今シーズンも残り２試合！最後まで頑張れ！ヴェルスパ！

リーグ最終盤の戦い！頑張れ！

ヴェルスパ大分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

第４１回　湯布院町総合スローピッチ
ソフトボール大会

第４６回　挾間町自治区対抗町内一周駅伝大会　開催案内

湯布院町職域・クラブ対抗軟式野球大会

◀優勝した湯布院病院▶優勝したスラッガー

　由布市教育委員会主催　湯布院町体育協会主催

大

　湯布院町職域・加盟クラブ対抗軟式野球大会が、1 0
月3日～１７日にかけて5チーム総勢8 4人が参加し、湯
布院総合運動場で開催されました。爽やかな風が吹く
なか熱戦が繰り広げられました。主な結果は以下のと
おりです。
優　勝
スラッガー
準優勝
デンジャラース

　第４１回湯布院町総合スローピッチソフトボール大会
（旧自治公民館対抗スローピッチソフトボール大会）が、
湯布院町スポーツ推進委員会の主管のもと１０月１０日～
１１日にかけて開催されました。湯布院総合運動場に８

チーム総勢１４３人が
参加し、熱戦が繰り
広げられました。主
な結果は次のとおり
です。
優　勝　湯布院病院
準優勝　乙丸一

　挾間町体育協会主催による「第４６回挾間町自治区対抗町内一周駅伝大会」が、１１月２６日㈰午前１０時からおおむ
ね正午までの間に挾間町内一円で開催されます。
　大会当日は、駅伝コースで使用する道路において、選手の出走や大会関係車両の通行のほか一部交通規制があるな
ど、通行者および通行車両には大変ご迷惑をおかけします。
　ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。
●問い合わせ　挾間町体育協会事務局（由布市教育委員会スポーツ振興課内）　☎０９７－５８２－１２１７

『ＬＩＮＥがぜんぶわかる本』
北側窓　547.4／ラ

11月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

12月の休館日　4日(月)･11日(月)・18日（月）・
　　　　　　　　　23日(祝)・25日（月）・26日(火)
■年末年始　　12月28日(木)～1月4日(木)

『ラーメンおいしくできるかな？』
深蔵　著　一般　596.3／フ

『卒業しよう！めんどくさがり』
名越　康文　監修　しらべ学　141／ソ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!湯布院図書館 庄内図書館 挾間図書館

DEAR
図書館だより

—2017.11—

　だれのこころにも
ある「めんどくさい」
が生まれるしくみを
紹介しています。めん
どくさい気持ちと上
手に付き合い、新し
い自分へと成長でき
る、親子で共に学べ
る一冊です。

　インスタントラーメ
ンに身近な食材をプ
ラスして劇的にアレン
ジ！なんとピザにも
なっちゃいます。
　読むと食べたくな
る、食欲の秋にぴっ
たりのコミックエッセ
イです。

　携帯アプリ“LINE”
の使い方が分かる初
心者のための本です。
初期設定や友達登録、
無料通話など基本的
なことから便利な裏ワ
ザまで公開しています。
是非、参考にしてみて
ください。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

お
は
な
し
会

●
挾
間
図
書
館　（
午
後
２
時
30
分
〜
）

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
11
月
15
日
㈬
・
12
月
20
日
㈬

●
庄
内
図
書
館　（
午
前
10
時
〜
）

　
〈
毎
月
第
３
日
曜
日
〉

　
11
月
19
日
㈰
・
12
月
17
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館　（
午
前
10
時
15
分
〜
）

　
11
月
16
日
㈭
・
12
月
14
日
㈭

11
月
テ
ー
マ
展
示

●
挾
間
図
書
館
※
読
書
週
間
特
別
展
示

　
「
芥
川
賞
・
直
木
賞
」

　
「
百
花
繚
乱-

表
紙
に
く
ぎ
づ
け-

」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般　
「
秋
の
夜
長
の
長
編
小
説
」

　
児
童　
「
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童　
「
い
ろ
ん
な
家
族
」

　
特
別
展
示　
「
山
本
文
緒
」

挾
間
図
書
館　
11
月
企
画
展
示

「
後
藤　
楢
根
」

　
挾
間
町
下
市
出
身
の
日
本
を
代
表

す
る
童
謡
・
童
話
作
家
で
あ
る
後
藤

楢
根
を
記
念
し
、
絵
本
や
紙
芝
居
の

他
、
楢
根
が
昭
和
21
年
に
設
立
し
た

「
日
本
童
話
会
」
の
機
関
誌
、『
童

話
』
の
貴
重
な
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

後
藤
楢
根
記
念

第
11
回
な
ら
ね
っ
子
ま
つ
り

●
日
時　
11
月
25
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

●
場
所　
は
さ
ま
未
来
館

○
お
は
な
し
の
へ
や

　
４
階
児
童
室

　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

○
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
３
階
図
書
館
玄
関

　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

　
お
友
達
や
ご
家
族
と
一
緒
に

　
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

ま
つ
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
作
り

●
日
時　
12
月
10
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
湯
布
院
公
民
館

　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

●
対
象　
小
学
生

　
※
参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
係
す
る
よ
み

き
か
せ
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

第
54
回　
大
分
県
児
童
文
化
祭

こ
ど
も
お
は
な
し
ま
つ
り

　

10
月
28
日
に
未
来
館
４
階
で
開

催
さ
れ
た
お
は
な
し
ま
つ
り
は
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

（挾間図書館）

新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一 般 290.9 ダ ダークツーリズム入門　　　　　　   　　風来堂

挾　
間

郷 土 H290 ル るるぶ温泉＆宿九州［２０１７］
一 般 368.5 ヒ 組長の妻、はじめます。　　　　　     　廣末　登 健康 S493.7ガ よくわかるギャンブル障害　　　　 蒲生　裕司
一 般 559.5 イ 最新ミサイルがよ～くわかる本　　 井上　孝司 健康 S498.3オ 長生きしたければ座りすぎをやめなさい
一 般 913.6 ヒ マスカレード・ナイト　　　      　東野　圭吾 子育て 379.9 タ 子どもの一生を決める！「待てる」「ガマンできる」力の育て方
一 般 949.5 ア 湖の男　　　　　 アーナルデュル・インドリダソン くらし 596.2 セ みそ汁はおかずです　　　　　　　　瀬尾　幸子
文庫本 B913.6サ 恨み残さじ －空也十番勝負 青春篇３－ 絵 本  E シ しあわせ　　　　　　　　　　 いもと　ようこ
趣味娯楽 P788.1ヨ 相撲茶屋のおかみさん　　　　　　横野　レイコ 絵 本  E ボ ぼく、ママとけっこんする！　　　 　　　　のぶみ
湾 曲 159.7 タ そっと無理して、生きてみる　　   高橋　幸枝 低 学 年 E マ またまたさんせーい！　　　　　　　宮西　達也
ヤング Y913.6ア ＤＯＵＢＬＥＳ！！ －ダブルス－（４th Ｓｅｔ） 児 童 933 ス かわいいゴキブリのおんなの子メイベルとゆめのケーキ

庄
内

一 般 367.6 ラ 父の逸脱 －ピアノレッスンという拷問－ 湯
布
院

一般 290.3ブ 世界をまどわせた地図
一 般 521.6 イ 今日、見に行くことができる国宝・重要文化財レトロ建築 健 康 498.5 タ 食べるクスリ甘酒ヨーグルト
一 般 913.6 サ Ａｎｋ：ａ                  ｍｉｒｒｏｒｉｎｇ               ａｐｅ　      　佐藤　究 くらし 596シ 知っておいしい保存食事典

快挙！大会新記録で優勝
　１０月３日、愛媛県で行われた「第７２回国民
体育大会２０１７愛

えが お
顔つなぐえひめ国体」ライフ

ル射撃少年女子ビームライフル立射４０発決勝
で、大分県代表の三重野呉春さん（由布高３年・
庄内中出身）が見事大会新で優勝しました。三重
野さんは、予選７位と苦しんだものの、決勝では
プレッシャーをはねのけ、残り２発でトップに追
いつくと、最後の１発で逆転し頂点に立ちました。
７月に行われた「第５５回全国高等学校ライフル
射撃競技選手権大会」のエアライフルに続き、大
会新記録での優勝という快挙を成し遂げました。
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く ら し インフォメーション

相
談

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

●
日
時　
12
月
14
日
㈭

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
由
布
市
役
所
本
庁
舎
本
館
１
階

　
市
民
課
前　
多
目
的
協
議
室

●
内
容　
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

　
談
を
県
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
、
予
約
不
要
、

　
電
話
相
談
可

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０

－

６
０
１

－

５
４
０

　
（
携
帯
・
ス
マ
ホ
の
場
合
）

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
０
４
０

外
国
人
無
料
相
談
会

　
日
本
で
の
生
活
の
心
配
事
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
が
、

相
談
者
多
数
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
電
話
相
談
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

●
日
時　
毎
月
第
１
日
曜
日

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
場
所　
i
i
c
h
i
k
o
総
合
文
化

　
セ
ン
タ
ー　
地
下
１
階

　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

●
通
訳　
英
語
等

問
L
i
f
e
 S
u
p
p
o
r
t

　
事
務
局

　
☎
０
９
７
９

－

４
３

－

６
３
２
９

募
集

食
品
適
正
表
示
に
か
か
る
講
習
会

（
無
料
）

●
日
時　
平
成
30
年
１
月
11
日
㈭

　
　
　
　
午
後
2
時
～
午
後
4
時

●
場
所 

湯
布
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
大
ホ
ー
ル

●
内
容　
平
成
27
年
4
月
１
日
か
ら
施
行

　
さ
れ
た
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
表
示
お

　
よ
び
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
そ
の

　
概
要
表
示
方
法
、
注
意
点
等

●
対
象　
食
品
の
製
造
者
、
流
通
販
売
事

　
業
者
、
里
の
駅
等

●
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間　
12
月
４
日
㈪
～
22
日
㈮

申
込
・
問
由
布
食
品
衛
生
協
会

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

０
６
６
０

平
成
30
年
度
大
学
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

●
特
徴　
無
利
子
の
貸
与
、
申
込
者
の

　
中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給
付
）
に
推

　
薦
（
理
工
系
学
部
）
し
ま
す
。

●
出
願
期
限

　
12
月
28
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

●
貸
与
期
間　
平
成
30
年
４
月
か
ら
在

　
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期

　
間
。

※
出
願
資
格
、
貸
与
月
額
、
募
集
人
員

　
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

問
公
益
財
団
法
人　
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
６
２
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
気

持
ち
の
分
か
ち
合
い
を
し
ま
す
。

●
対
象　
大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く
さ

　
れ
た
ご
遺
族

●
日
時

　
12
月
７
日
㈭

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付　
午
後
１
時
30
分
～
）

●
場
所　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

　
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
分
市
玉
沢
９
０
８
番
地
）

●
参
加
費　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

●
申
込
締
切　
11
月
30
日
㈭

申
込
・
問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
４
１

－

６
２
９
０

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

採
用
試
験

●
受
付
期
間

　
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
ま
で

●
試
験
日

　
一
次
試
験　
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

●
試
験
会
場

　
大
分
商
工
会
議
所

●
受
験
資
格

　
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

問
大
分
募
集
案
内
所　

　
☎
０
９
７

－

５
４
６

－

２
１
７
７

　
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

　
（
夜
間
お
よ
び
土
・
日
曜
日
）

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

６
２
７
１

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
30
年
度
訓
練
生
募
集（
前
期
）

●
募
集
期
間

　
12
月
１
日
㈮
～
27
日
㈬

●
入
校
試
験

　
平
成
30
年
1
月
14
日
㈰

●
合
格
発
表

　
平
成
30
年
1
月
17
日
㈬

●
募
集
内
容　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
（
定
員
20
人
）
、
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ

　
リ
ア
科
（
定
員
20
人
）

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
授
業
料

　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実
費
が

　
必
要
）

●
申
込
方
法　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

　
相
談
を
受
け
た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
７
３

－

２
２

－

０
７
８
９

大
分
県
職
員
採
用
選
考（
保
健
師
）

●
受
付
期
間

　
11
月
24
日
㈮
ま
で

●
第
一
次
選
考
日

　
12
月
10
日
㈰

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
県
庁
受
付

　
等
で
配
布
の
選
考
要
領
（
大
分
県
人
事

　
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲

　
載
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

　
任
用
給
与
班

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
２
２
２

11月27日㈪ 
午後7時5分〜

防災ラジオの
起動試験の
お知らせ

問い合わせ
防災安全課（本庁舎）
☎097-582-1140

お
知
ら
せ

第
２
回
大
龍
ま
つ
り

　
由
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
一
環
で
大
龍

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。楽
し
い
企
画（
出

店
あ
り
）を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
11
月
19
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～

●
場
所　
庄
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
子
ど
も
神
楽
、日
本
舞
踊
、カ
ラ

　
オ
ケ
、ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

問
大
龍
１
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
事
業

　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

３
４
２
１

農
業
者
向
け
収
入
保
険
制
度

　
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で

な
く
価
格
低
下
に
よ
る
収
入
減
少
も
補

て
ん
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
青
色
申
告
実
施
農
業
者

●
受
付
期
間　
平
成
30
年
10
月
～

　

県
内
の
N
O
S
A
I
に
相
談
窓
口

　

が
あ
り
ま
す
。
N
O
S
A
I
お
お

　
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
制
度

　
内
容
を
載
せ
て
い
ま
す
。

問
大
分
県
農
業
共
済
組
合

　
本
所　
収
入
保
険
対
策
室

　
☎
０
９
７

－

５
４
４

－

８
１
１
０

鶴
田
自
治
区
公
民
館
活
用
事
業

　
ゲ
ス
ト
に
小
川
も
こ
氏
を
迎
え
、
講

演
や
語
り
の
実
演
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
11
月
20
日
㈪

　
開
場　
午
後
６
時
30
分

　
開
演　
午
後
７
時

●
参
加
費　
１
３
０
０
円

●
定
員　
先
着
50
人

※
小
学
生
以
下
不
可

●
会
場　
鶴
田
自
治
区
公
民
館

問
鶴
田
自
治
区
公
民
館　
吉
倉

　
☎
０
９
０

－

８
９
１
９

－
８
７
５
６

経
営
指
導
員
等
採
用
候
補
者
選
定

試
験
の
お
知
ら
せ

　

大
分
県
内
の
商
工
会
に
お
い
て
、
経

営
指
導
員
と
し
て
中
小
企
業
者
の
経
営

改
善
普
及
事
業
（
中
小
企
業
者
の
支

援
・
育
成
）
に
従
事
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

〈
一
次
試
験
〉

　
専
門
試
験
・
能
力
試
験
・
適
性
試
験

●
日
程　
平
成
30
年
１
月
13
日
㈯

　
午
前
10
時
か
ら

●
会
場　
大
分
県
中
小
企
業
会
館

　
（
大
分
市
金
池
町
３

－

１

－

６
４
）

〈
二
次
試
験
〉
面
接
試
験

●
日
程　
平
成
30
年
１
月
下
旬
予
定

●
採
用
予
定
人
数　
２
人
程
度

　
詳
し
く
は
、
大
分
県
商
工
会
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
商
工
会
連
合
会　
総
務
課

　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

９
５
０
７

青
少
年
自
殺
防
止
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
つ
ま
づ
い
て
も
」開
催

　

青
少
年
の
う
つ
病
や
自
殺
防
止
を
テ

ー
マ
に
制
作
、
就
職
活
動
な
ど
青
少
年

に
と
っ
て
身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
た

作
品
で
す
。

●
日
時　
11
月
21
日
㈫
昼
の
部
・
午
後

　
２
時
、
夜
の
部
・
午
後
６
時

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

　
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　
各
回
５
０
０
人
（
先
着
順
）

●
入
場
料　
無
料

※
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
７
２
７

第
17
回「
皮
膚
の
日
」市
民
講
演
会

●
日
時　
11
月
26
日
㈰

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階

　
３
０
０
会
議
室

●
入
場
料　
無
料　
※
予
約
不
要

●
内
容　
「
蕁
麻
疹
と
身
近
に
潜
む
ア
レ

　
ル
ギ
ー
」
伊
藤
宏
太
郎
先
生
（
伊
藤

　
皮
膚
科
）

　
「
皮
膚
科
専
門
医
に
よ
る
本
当
に
正

　
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
」
一
宮
弘
子
先
生

　
（
い
ち
み
や
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

問
大
分
大
学
医
学
部
皮
膚
科
医
局
内

　
大
分
県
「
皮
膚
の
日
」

　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
８
８
２

大
分
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

　

大
分
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃

金
）
は
、
時
間
額
７
３
７
円
に
改
正
さ

れ
、
平
成
29
年
10
月
1
日
に
発
効
さ
れ

ま
し
た
。
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
含
め
大
分
県
内
の
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
７

－

５
３
６

－

３
２
１
５

障
が
い
が
あ
る
方
の

「
親
な
き
あ
と
相
談
会
」

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
家
族
の
た
め
に
、

「
親
あ
る
あ
い
だ
」
に
「
親
な
き
あ

と
」
の
準
備
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年

　
始
を
除
く
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ぞ
み　

　
（
由
布
市
挾
間
町
挾
間
６
１
４

－

1
）

●
そ
の
他　
相
談
無
料
、
要
事
前
申
込

問
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ぞ
み

　
☎
０
９
７

－

５
４
７

－

８
１
６
２
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第３２回・Jubel Echo 定期演奏会
大分大学医学部混声合唱団「ユーベルエコー」 相撲甚句を学びませんか？　「家族の日」「家族の週間」

　挾間相撲甚句会は、発足して１０年目になります。
　相撲甚句は、日本の国技大相撲と共に長い歴史
と伝統を持ち唄い継がれてきました。
　現在会員は７人で、毎月１回、大会前は２回練
習を行っています。
　興味のある方は遊びに来てください！

●練習日　毎月１回（日曜日）　午後 6 時～
●場　所　商工会挾間支所
●会　費　２，０００円／月
●問い合わせ　挾間甚句会　代表首藤
　☎０９７－５８３－２４５０

　～動物の子どもや家族のお話を通して
考えてみませんか～

　平成19年度から
11月第３日曜日を
「家族の日」、その
前後各１週間を「家
族の週間」と定めて
います。今年度「家
族の週間」は11月
12日～25日です。
　由布市では「家族の日」イベントとして講演会
を開催します。
●日時　11月18日㈯　午前10時～正午
●会場
　はさま未来館３階文化ホール
●講師　アフリカンサファリ獣医師　神田岳委 氏
●参加費　無料
●問い合わせ　子育て支援課（本庁舎）
　☎０９７－５８２－１２６２

　児童文化を大きく発展させた挾間出身の児童文学者「後藤楢根」。今回は、国民文化祭、全国障害者芸術・
文化祭の由布市プレイベントとして開催します。スタンプラリーやこどもステージ、ブックリサイクルな
どのコーナーもあります。皆さんでお越しください。

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 1/23 ㈫

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。
コース名 始発バス停 発車時刻

変更前 変更後

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：15 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

1/23
㈫

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12：50 発

〔コミュニティバス〕総合政策課（本庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（本庁舎）
☎097-582-1111（代表）

☎097-582-1177

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便の
時間を変更して運行す
るため、次の便は運休および変更となります。ご利用の
際はお間違えのないようご利用ください。

11月～2018年1月までの展覧会情報
午前８時３０分～午後７時（最終日は午後４時まで）
●問い合わせ　☎0977ー84ー4678（年中無休）

http://www.facebook.com/yufuinarthall/

10月30日㈪～11月30日㈭
「阿蘇くじゅう 朝の光へドライブ」
 川上信也（写真）

12月1日㈮～12月28日㈭
「縁人～ゆふいんに縁のある人展」
ゆふいんアート委員会自主企画
協力：NPO法人
　　　由布院アートエンジン

12月29日㈮～
2018年1月29日㈪
「波多野慎二個展
　シュポールシュルファスS/S
　の継承と現代美術の終焉」
波多野慎二（インスタレーション）

「第３３回国民文化祭・おおいた２０１８」
「第１８回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」由布市プレイベント

後藤楢根記念　第１１回ならねっ子まつり

　☆綿菓子・ポップコーン（各１００円）
　　　　　　　　　　　１１：００～１５：００
　☆喫茶コーナー（ドリンク１００円から）
　　　　　　　　　　　１１：００～
　☆楽しい給食（３００円）（限定１００食）
　　　　　　　　　　　１１：３０～１３：３０
　☆おしばな教室（１００円）
　　　　　　　　　　　１１：００～１４：００
　☆おやじとあそぼ　　１１：００～１４：００
　☆ブックリサイクル　１１：００～１３：００
●問い合わせ
　ならねっ子まつり実行委員会事務局
　挾間公民館　☎０９７－５８３－１１１８
　社会教育課（本庁舎）　☎０９７－５８２－１２０３

●と　き　１１月２５日㈯　午前１０時～午後３時
●ところ　はさま未来館
●プログラム
　開会行事　１０：００～１２：００　
　☆子どもコーラス（学楽多塾）
　☆後藤楢根物語（由布市子ども司書）
　☆俳句、短歌優秀作品表彰
　☆アトラクション（太鼓演奏）
　　三代目源流少年隊、ゆふいん夢太鼓
　イベント案内
　☆後藤楢根展示コーナー　１０：００～１５：００
　☆こどもステージ　　　　１３：３０～１５：００
　☆スタンプラリー（先着２００人）１２：００～
　☆おはなしのへや　　　　１３：００～１４：３０
　☆お茶席（３００円）　１１：００～１４：００

●日時　１２月２３日㈯
　　　　 午後５時開演（午後４時３０分開場）
●場所　はさま未来館文化ホール
　　　　※ 入場無料、全席自由
　第１ステージ
　　❶ Ave Maria
　　❷ Nativity Carol
　　❸アメイジング・グレイス
　第２ステージ
　　❶３月９日
　　❷３６５日の紙飛行機
　　❸果てしない空
　　❹涙そうそう
　第３ステージ
　　❶いっしょに
　　❷魂のいちばんおいしいところ
　　❸ひとつの朝
　　❹もえる緑をこころ
●問い合わせ　大分大学医学部混声合唱団
　☎０９７７－２６－６３６５
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今
回
は
土
器
の
紹
介
で
す
。

　
大
陸
が
厳
し
い
寒
さ
に
覆
わ
れ
て
い
た

氷
河
期
か
ら
、
温
暖
な
気
候
に
変
わ
り
は

じ
め
た
の
が
、
今
か
ら
約
１
万
３
０
０
０

年
前
か
ら
１
万
年
前
。
氷
河
が
と
け
は
じ

め
、
大
気
は
湿
り
気
を
帯
び
、
雨
が
多
く

降
る
よ
う
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
樹
木
で
形
成
せ
れ
た
森
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
氷
河
期
に
い
た
大
型
の
動
物
に

か
わ
っ
て
小
型
な
動
物
が
増
え
始
め
ま
す
。

　
自
然
環
境
が
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

劇
的
に
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、古
代
の
人
々

は
そ
の
変
化
に
適
応
し
て
生
き
残
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
氷
河
と
共
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
ナ

ウ
マ
ン
ゾ
ウ
な
ど
の
大
型
動
物
に
か
わ
り
、

森
の
中
を
俊
敏
に
駆
け
回
る
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
と
い
っ
た
小
型
動
物
を
獲
る
た
め
、

狩
り
の
道
具
が
槍
か
ら
弓
矢
に
か
わ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
に
登
場
し
た
土
器

に
よ
っ
て
、
豊
か
な
森
か
ら
得
ら
れ
る
ク

リ
や
ド
ン
グ
リ
と
い
っ
た
木
の
実
を
煮
炊

き
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
貯
蔵
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
食
料
が
安
定
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
獲
物
を
追
い
求
め
て
移
動
す
る

必
要
が
な
く
な
り
、
人
々
は
「
竪
穴
住
居
」

を
建
て
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
遥
か
遠
い
時
代
の
人
々
が
、

地
球
の
大
き
な
変
化
に
対
応
し
、
力
強
く

生
活
し
て
い
た
痕
跡
が
由
布
市
か
ら
も
多

数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
湯
布
院
の
山
下

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 　
☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
本
庁
舎
）

 　
☎
０
９
７-

５
８
２-

１
２
０
３

歴 史 民 俗 資 料 館 報

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

の
池
や
現
在
イ
オ
ン
挾
間
店
が
建
っ
て
い

る
場
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
所
か
ら
出
土
さ

れ
た
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
土
器
を

資
料
館
で
は
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
出
土
し
た
土
器
か
ら
宇
佐
や
国
東
な
ど

の
他
地
域
と
交
流
を
持
ち
、
そ
の
文
化
の

影
響
を
う
け
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り

ま
す
。

　
土
器
に
刻
ま
れ
た
模
様
に
は
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
る
の
か
。
ど
ん
な
こ
と
を
考

え
な
が
ら
描
い
た
の
か
。
ま
た
、
火
を
熾お

こ

し
そ
こ
に
土
器
を
据
え
付
け
、料
理
を
作
っ

て
い
る
ま
わ
り
に
家
族
や
仲
間
が
集
ま
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
ど

ん
な
風
に
過
ご
し
て
い
た
の
か
。
泣
い
た

り
、笑
っ
た
り
、噂
話
を
し
た
り
、歌
を
唄
っ

た
り
し
て
い
た
の
か
も
。
ま
た
、
遠
い
場

所
か
ら
訪
れ
た
人
を
歓
迎
す
る
た
め
に
宴

を
開
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
ど
、
想
像

す
る
と
何
千
年
前
の
昔
が
す
こ
し
身
近
の

感
じ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。　
　

　
太
古
の
時
代
の

私
た
ち
の
祖
先
の

生
活
を
想
像
し
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
？

　

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
本 庁 舎　　　12月　1日㈮ 午前９時～午前11時
はさま未来館　12月18日㈪ 午前10時～正午
湯布院庁舎　　12月20日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
本 庁 舎　　 12月 4日㈪ 午前８時30分～正午

【司法書士市民相談】担当：司法書士（要予約）
※本庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場合

のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は本庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振興

課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
本 庁 舎　　　12月20日㈬ 午後１時30分～午後４時
挾間庁舎　　　12月は開催しません。
湯布院庁舎　　12月 5日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
本 庁 舎　　　12月 8日㈮ 午後１時～午後３時
挾間庁舎　　　12月15日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　12月 1日㈮ 午後１時～午後３時

【公証役場相談】担当：公証人（要予約）
遺言、任意後見契約、離婚給付、死後事務委任契約等の相談
（予約は大分公証人合同役場　☎097–535–0888）
本 庁 舎　　　12月 4日㈪ 午後１時30分～午後４時
問総務課総務係（本庁舎）
　☎ 097–582–1112（内線 1218）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　1 2 月3日㈰ 　正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　1 2 月3日㈰  12：30～
　敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは１２月から来年２月までお休みし

ます。
　詳しくは、大分市ホームページをご覧ください。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳しく
は市民課（☎097–582–1137）・税務課（☎097–
582–1269）まで問い合わせください。
11
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

庄 挾/庄
5 6 7 8 9 10 11

湯 湯 庄 挾/庄 挾
12 13 14 15 16 17 18

湯 湯 庄 挾/庄 挾
19 20 21 22 23 24 25

湯 湯 庄 挾
26 27 28 29 30

湯 湯 庄 挾/庄
12
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2挾

3 4 5 6 7 8 9湯 湯 庄 挾/庄 挾
10 11 12 13 14 15 16湯 湯 庄 挾/庄 挾
17 18 19 20 21 22 23湯 湯 庄 挾/庄 挾
24 25 26 27 28 29 30

湯 湯 庄
31

※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編集後記
▶最近急に朝晩寒くなってきましたね。台風や大雨でなかな
か衣替えも進みません。季節の変わり目です。体調管理には
気をつけましょう。（た）
▶広報担当として半年が過ぎました。広報担当になると四
季に目を向ける機会が増えました。寒さが厳しくなりますが、
紅葉などこの季節ならではの楽しみを見つけてみてはいかが
でしょうか。（お）

人　
　口 ひとの動き
総人口  34,832人（-60）
世帯数  15,524戸（-35）

男  16,648人（-23）
女  18,184人（-37）

10月31日現在 （　 ）は前月比

●固定資産税…………………４期分
●入湯税………………………11月期分（10月分）
●国民健康保険税……………６期分
●介護保険料…………………６期分
●後期高齢者医療保険料……５期分
納期限　平成２９年11月30日㈭

問ねんきん加入者ダイヤル
　0570– 003– 004

　大分年金事務所　☎097–552–1211

国民年金保険料の「後納制度」
　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料
を納付することで将来の年金額を増やすこと
ができる「後納制度」が平成２７年１０月か
ら平成３０年９月までの３年間に限り実施
されています。
　後納制度を利用することで年金額を増や
すことや、年金の受給ができなかった方が受
給資格を得られることがあります（ただし、
すでに老齢基礎年金を
受給している方などは、
後納制度の利用はでき
ません）。
　利用するには申し込
みが必要です。

日
増
し
に
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。

作
物
に
あ
っ
た
肥
培
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
サ
ト
イ
モ

　
晩
生
種
も
す
で
に
収
穫
適
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
は
肥
大
せ
ず
、

収
穫
遅
れ
に
よ
り
品
質
が
低
下
し
、
貯
蔵
性
も
悪
く
な
り
ま
す
。
冷
暗
所
ま

た
は
土
中
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
土
中
の
場
合
は
子
イ
モ
を
親
か
ら
取
ら
ず
、

逆
さ
に
し
て
埋
め
ま
す
。
周
り
に
は
モ
ミ
ガ
ラ
で
隙
間
を
埋
め
ま
す
。
地
上

は
雨
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
ワ
ラ
ブ
キ
屋
根
の
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
玉
ネ
ギ

　
定
植
時
期
で
す
。
発
育
に
有
効
な
リ
ン
酸
を
多
め
に
元
肥
と
し
て
施
す
と

根
張
り
、
活
着
が
よ
く
な
り
ま
す
。
茎
の
太
さ
が
３
㎜
～
５
㎜
程
度
の
も
の

を
植
え
ま
す
。
苗
が
大
き
す
ぎ
る
と
ト
ウ
立
ち
し
て
俗
に
言
う
男
玉
ね
ぎ
に

な
り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
年
内
は
軟
弱
気
味
に
育
っ
て
い
て
も

極
力
追
肥
は
せ
ず
、
１
月
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
リ
ン
酸
を
使
い
こ
な
す

　
玉
ね
ぎ
の
項
で
述
べ
た
リ
ン
酸
で
す
が
、
一
般
的
に
肥
料
と
し
て
の
リ
ン

酸
は
過
リ
ン
酸
石
灰(

過
石)

や
熔
成
燐
肥(

ヨ
ウ
リ
ン)

の
こ
と
で
す
。
違

い
は
過
石
は
即
効
性
で
水
溶
性
な
の
で
作
物
は
速
や
か
に
吸
収
で
き
ま
す
が
、

雨
や
潅
水
で
流
亡
し
や
す
い
の
で
、
堆
肥
を
一
緒
に
投
入
し
リ
ン
酸
を
吸
着

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ウ
リ
ン
は
苦
溶
性
な
の
で
す
ぐ
に
は
効
か
な

い
が
水
に
溶
け
に
く
い
の
で
流
亡
し
に
く
く
単
体
で
使
え
ま
す
。

　
作
物
の
生
育
に
応
じ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
定
植
後
の
根
張
り
を
良
く
し

た
い
時
は
即
効
性
の
過
石
を
、
土
つ
く
り
を
す
る
な
ら
ヨ
ウ
リ
ン
を
使
い
ま

し
ょ
う
。
ヨ
ウ
リ
ン
は
リ
ン
酸
以
外
に
ケ
イ
酸
、マ
ン
ガ
ン
、ホ
ウ
素
、鉄
、銅
、

亜
鉛
、
コ
バ
ル
ト
な
ど
多
く
の
微
量
要
素
を
含
む
た
め
日
本
の
酸
性
土
壌
や

老
朽
化
水
田
に
は
最
適
で
す
。
ま
た
有
機
J
A
S
適
合
認
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
の
で
有
機
栽
培
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
２
９
３

　 農業サポーター

１１月は「ねんきん月間」・
１１月３０日（いいみらい）は「年金の日」です！
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方
は、事前に総務課（☎097–582–1112）へ電話でお申し
込みください。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日
コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。
12月生まれの申込締切は11月17日㈮です。1月生まれ
の申込締切は12月19日㈫です。
※1月生まれの申し込みは通常より締切が早めです。
　お気をつけください。

田
た き た

北 堂
と う ま

真くん
平成２８年１１月１０日生　庄内町野畑

福
ふ く や ま

山 蔵
く ら の す け

之助くん
平成２８年１１月１日生　庄内町大龍

上
う え む ら

村 恵
え ま

舞ちゃん
平成２７年１１月１３日生　挾間町東院

崎
さ き の

野 志
し ほ

保ちゃん
平成２６年１１月２日生　庄内町櫟木

工
く ど う

藤 碧
あ お ば

芭くん
平成２８年１１月１２日生　挾間町挾間

土
は じ

師 穂
ほ な み

菜美ちゃん
平成２６年１１月２０日生　庄内町長野

日
ひ の

野 紬
つ む ぎ

希くん
平成２６年１１月２８日生　挾間町谷

小
お の

野 凜
り ら

咲ちゃん
平成２７年１１月２６日生　挾間町来鉢

永
な が い

井 理
ま さ と

人くん
平成２８年１１月７日生　湯布院町川上

金
か ね こ

子 歩
ほ の か

乃佳ちゃん
平成２７年１１月２９日生　挾間町東院

あ な た の
生 ま れ た
大 切 な 日

H a p p y  B i r t h d a y

心の相談
●中部保健所由布保健部
　11月24日㈮　午前10時～正午
●湯布院健康センター
　12月8日㈮　午後1時～午後4時 
　※前日までに要予約☎097-582-1120（健康増進課）
　　保健師、臨床心理士が対応します
　※由布保健部の相談予約は☎097-582-0660
　　医師、保健師が対応します

健康カレンダー休日当番医
■ 内科・外科医

11/19（湯）JCHO湯布院病院 0977-84-3171
11/23（庄）おざきホームケアクリニック 097-582-0013

11/26（湯）ゆずの木クリニック 0977-85-4625

12/ 3 （庄）佐藤医院 097-582-3131

12/10（庄）庄内診療所 097-582-3600

12/17（湯）岩男病院 0977-84-3101

■ 挾間
1 2 / 7 ㈭ ３歳児健診 挾間健康センター13：15～14：00受付

■ 庄内
11/17㈮ 10~11ヵ月児健診 庄内健康センター13：15～13：45受付
1 2 / 1 ㈮ 幼児健診 庄内健康センター13：15～13：45受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
１１月１７日・２４日、１２月１日・８日・１５日

■ 歯科医

12/10（挾）木本歯科クリニック 　097-583-3385
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